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BLEに取り組む想い

BLE  =  省省電⼒力力

消費電⼒力力がボトルネックだった機器の
無線通信が可能になる!!
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BLEに取り組む想い

多彩な機器の拡がり

スマホはこれら機器のハブ化

タグ

時計 体組成計

活動量量計
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BLEに取り組む想い

多彩な機器の拡がり

タグ

時計 体組成計

活動量量計

×

⾊色々なアプリと様々なBLE機器が
連携できるPFを作ろう!!
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BLEはじめてました

最も「つながる」スマホの地位確⽴立立に向け、
12秋冬SH-‐‑‒02EよりBLE対応開始
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Android4.2までの実装

Broadcom  BLE

Bluetooth  Framework
(BCM  GATT)

BLE  Profiles  for  B
(SHARP)

BLE  Application

BLE.jar

Framework  
Layer
(Native)

Application  
Layer

AIDL

PF依存部分
GATT層上のWrapper

BLE  Application

BLE.jar

アプリにてBLE  Profileを実装

AIDL

  各チップベンダー依存  
(Qualcomm/Broadcom/CSR/

etc)

各メーカーでのプロファイルスタッ
クの選択依存

API共通化のため、
下位レイヤとの緩衝を⾏行行う

(各端末メーカーで共通化を実施)

API共通化のため、
GATTレイヤとの緩衝を⾏行行う

(各端末メーカーで共通化を実施)

Wrapper
For  SHARP
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API共通化のため、
下位レイヤとの緩衝を⾏行行う

(各端末メーカーで共通化を実施)

API共通化のため、
GATTレイヤとの緩衝を⾏行行う

(各端末メーカーで共通化を実施)

Wrapper
For  SHARP共通のAPIがない為、周辺機器やアプリ開発者が

使える仕組みが存在していない!
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そんな中

Android4.3

BLEはじまりました
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こんな⾵風になります(Android4.3以降降)

Framework  
Layer
(Native)

Application  
Layer

Java層

BLE  Application
アプリにてBLE  Profileを実装

BLE  Application

BLE.jar

BLE  Profiles  for  SH
(SHARP)

Google  BLE

Bluetooth  Framework
(Google  GATT)

Android  OSが提供

各メーカーでのプロファイルスタックの
選択依存

API共通化のため、
下位レイヤとの緩衝を⾏行行う

GATT層上のIF
(Google様提供)

Wrapper
For  SHARP
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こんな⾵風になります(Android4.3以降降)
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(Google様提供)
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アプリにてBLE  
Profileを実装



14	ALL  Rights  Reserved

•  GATT層API
– Android標準API
– BLE機器/アプリを⾃自ら開発するメーカー様向
け

•  Profile層API
– BLE機器に対して、APP開発したい企業や
developer向け

– その為に、APIは簡素で利利⽤用勝⼿手の良良いもの
を定義。利利⽤用者はSIGの仕様の理理解が不不要

– スマホメーカーがProfile層を実装し、SIGの
認証を取得

こんな⾵風に載せてます
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BTとBLEの違い

BLEは、従来の通信技術を、省省電⼒力力のため
に利利⽤用⽅方法を⼯工夫したもの。

◆特徴
•  パケット⻑⾧長が短い（短い通信時間）
•  通信インターバルが⻑⾧長い
•  接続／切切断の処理理時間が短い
•  （※双⽅方向の）⾳音声は利利⽤用できない 　

BLEできることは、BTでもできる。
利利⽤用⽅方法を間違うと、遅く、消費電流流⼤大
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BTとBLEの違いを考えてみる

•  共に汎⽤用な通信プロファイルを持ってます。
•  『消費電流流を考えなければ』BLEでできるこ
とは、BTでもできます。

従来のBTの
コントローラー

BLEの
コントローラー

Host  Controller  Interface

L2CAP
（データリンク層相当）

Serial    Port    
Profile

Generic  
Attribute  Profile

デバイス

ソフトウェア

従来のBT BLE
ブロック図
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BTの汎⽤用な通信は

•  接続する機器間のやり取りの仕様を揃えな
いといけません。

Ø 主な⽤用途は、スマホ、PC、ゲーム機での相
互連携

アプリケー
ション層

通信のイメージ

アプリ 　by  A アプリ 　by  A

Serial    Port    
Profile

元気？

うん！

Serial    Port    
Profile
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BLEでは

•  汎⽤用な通信プロファイルの上に、⼩小さな⽬目
的を実現できる、標準のプロファイルがあ
ります。電話の着信状態を通知する、とか。

•  そして、省省電⼒力力
Ø 今までにないことができるかもしれません。

アプリケー
ション層

通信のイメージ

アプリ
By  A

アプリ
By  B

Generic  
Attribute  Profile

Generic  
Attribute  Profile

BLEの
Profile

BLEの
Profile

着信
ぴぴっ
『着信』
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まだまだBLEは難しそう。。
•  アプリを作るためには、BLEのプロファイルの
理理解は必要です。

•  で、もう⼀一度度
•  Profile層API
– BLE機器に対して、APP開発したい企業や
developer向け

– その為に、APIは簡素で利利⽤用勝⼿手の良良いものを定義。
利利⽤用者はSIGの仕様の理理解が不不要

– スマホメーカーがProfile層を実装し、SIGの認証を
取得

理理解なしで、作れる世界も
考えています。
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実は

アプリケー
ション層

通信のイメージ

アプリ アプリ

Generic  
Attribute  Profile

Generic  
Attribute  Profile

BLEの
Profile

⇒実装してます
BLEの
Profile

着信
ぴぴっ

『鳴ってるよ』

わかりやすいAPI
⇒実はあります

私たちのスマホはこうなっています。
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今後の話を少し

まだまだAndroidのBLEに関しては、
改善ポイントが存在している

使い勝⼿手のいいAndroid  BLE  PFを⽬目指し、
活動を続けて⾏行行きます!
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使い勝⼿手のいいAndroid  PFとは

多彩な機器の拡がり

タグ

時計 体組成計

活動量量計

×

⾊色々なアプリと様々なBLE機器が
連携できるPFを作ろう!!
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その為に

Serviceの競合
プライバシーの保護

LINEスタンプ等どうやって出すか

等など、課題はいっぱいありますが、
なんとかアプリとBLE機器が⾃自由かつ快適に
つながるよう課題を解決していきます!
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最後に

BLE機器に対して
⾯面⽩白いアプリを開発頂き、

⼀一緒に市場を盛り上げましょう!
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(余談ですが・・・開発者の⽅方々へのお願い)

•  13下期端末全体としては、Android4.2(MR1)
•  13下期のBLE機器の⽴立立ち上がりを踏まえ、BLE機能をいち 　
早く取り込みます 　
(Android4.3からバックポート)
1. Android標準のBLEのAPIを備える
2. API  Level,Feature定義がAndroid4.3とは異異なる
 　
 　

アプリ開発者様に次ページの対応を
弊社13下期端末との連携の為、お願いしたい
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(余談ですが・・・開発者の⽅方々へのお願い)

• 私たちの13下期モデルはこうなっています。

• アプリのポリシーに従い、適切切にFeatureをご利利⽤用ください。
• それだけで動きます。
•  Android4.2なので、他の4.3の機能は動きません。
 　

OS  Version 【Android標準】
android.hardware.bluet
ooth_̲le

【独⾃自定義】
jp.gr.java_̲conf.ble_̲
profile.api.gatt

Android4.2 × ●

（参考）
Android4.3 ● ×


